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１．一般国道４２号熊野尾鷲道路（Ⅱ期）の事業概要
（１）事業目的

一般国道42号熊野尾鷲道路（Ⅱ期）は、三重県尾鷲市坂場西町から尾鷲市南浦に至る延長５．４ｋｍの自動車専用道路で近

畿自動車道紀勢線と一体となり高速道路ネットワークを形成する道路です。

並行する一般国道４２号では、東海・東南海地震等の大規模地震時における緊急輸送道路の確保、高次救急医療施設への
アクセス等の課題があります。

本事業は、こうした課題解決のために災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援等を目的に整備を進めています。

熊 野 尾 鷲 道 路 （ Ⅱ 期 ） の 全 体 位 置 図

－ １ －

くまの

一般国道４２号
熊野尾鷲道路
（Ⅱ期）

（Ｈ24.11.16）
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）
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：津波浸水想定区域
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お
わ
せ
み
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未開通

一般国道
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高規格幹線道路

ＪＲ線

さかばにしまちみえ おわせ

尾鷲北ＩＣ

尾鷲南ＩＣ

三重県

滋賀県

奈良県

愛知県



■平成２４年度に事業化し、事業を推進しています。

－ ２ －

単位：ｍ

標 準 断 面 図

橋梁部 トンネル部

事業名
一般国道４２号

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）

道路規格 第１種第４級

設計速度 ６０km/h

車線数 ２車線

都市計画決定 平成１１年度

事業化 平成２４年度

用地着手年度 平成２６年度

工事着手年度 平成２６年度

延長 ５.４km

前回の再評価 （平成２４年度新規事業採択時評価）

全体事業費 ２６０億円

１．一般国道４２号熊野尾鷲道路（Ⅱ期）の事業概要
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土工部

（２）計画概要
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凡例

熊野尾鷲道路
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高規格幹線道路

ＪＲ線



出典：三重県津波浸水予測図
（平成２５年度地震被害想定調査）

度会町

大台町

南伊勢町

紀北町

熊野市

御浜町

紀宝町

260

422
166

422

309

169

311

168

42

尾鷲市
425

311

：津波による浸水箇所

：供用中の高規格幹線道路

：事業中の高規格幹線道路

凡 例

紀勢大内山IC

大紀町

－ ３ －

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

①災害に強い道路機能の確保

■現道（国道４２号）は、東海・東南海地震による津波浸水区域を通過しており、２カ所で浸水が予測されています。

■紀勢大内山IC以南には、災害時に機能する迂回路が近傍にありません。

■東海・東南海地震による津波浸水区域を回避する第一次緊急輸送路を確保することにより、災害時における安全性・信頼性

を確保出来ると見込まれます。

尾鷲市役所
尾
鷲
総
合
病
院

尾鷲駅

ＪＲ 紀勢本線

尾鷲南ＩＣ

尾鷲北ＩＣ

紀北町

尾鷲市

熊
野
尾
鷲
道
路
（

期
）

Ⅱ

津波浸水区域を回避

425

311

42

○津波による国道42号の浸水箇所

きせいおおうちやま

おわせきた

おわせみなみ

：津波浸水想定区域

：津波による浸水箇所
至 熊野市

至 松阪市
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２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

②救急医療活動の支援

■東紀州地域の２つの第２次医療施設から第３次医療施設への搬送時間が長いことから、２つの第２次医療施設が連携・分担

して地域医療を担っている状況です。

■紀勢自動車道・熊野尾鷲道路の開通により、第２次医療施設から第３次医療施設への転院搬送時間が短縮し、第３次医療施

設への転院搬送件数が大幅に増加しています。

■熊野尾鷲道路（Ⅱ期）の整備で、さらに所要時間が短縮し、救急医療活動に貢献することが期待されます。

○医療施設位置図

－ ４ －

※東紀州南部地域：熊野市、御浜町、紀宝町

※熊野市消防本部提供資料より作成

【年間平均転院搬送件数】

開通前(Ｈ17～24年)

3.25件/年

開通後(Ｈ26 ～27年) 

18件/年(約5.5倍)

尾鷲市

御浜町

熊野市

紀北町 尾鷲総合病院
(第2次救急医療施設)

紀南病院
(第2次救急医療施設)

紀宝町

新宮市

紀
勢
自
動
車
道

熊
野
尾
鷲
道
路

➋

➌

➍

➎

尾鷲北ＩＣ

尾鷲南ＩＣ

➊

○東紀州南部地域※から第３次医療施設への転院搬送件数の変化

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路

国道42号

第3次医療施設への転院搬送ルート

伊勢赤十字病院
(第3次救急医療施設)

熊野大泊IC

勢和多気ＪＣＴ

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）

○紀南病院から伊勢赤十字病院への転院搬送時間の変化

１
件
あ
た
り
の

平
均
所
要
時
間
（分
／
件
）

122

103
99

約19分短縮 約4分短縮
（更に患者の負担も軽減）

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）
開通後

※H25.4～H25.9および紀勢自動車道・熊野尾鷲道路開通後（H26.4～H26.5）：熊野市消防本部提供資料より作成

※熊野尾鷲道路（Ⅱ期）開通後：H22センサス調査結果をもとに算出した現道利用時の所要時間と整備区間を設計速度で

算出した所要時間の差から算出

約23分
短縮

H25.4～H25.9 紀勢自動車道・熊野尾鷲道路
開通後（H26.4～H26.5）

16件/年

区間➋開通

区間➎開通

区間➌開通

区間➍開通

（年）

区間➊開通

転
院
搬
送
件
数
（
件
／
年
）

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路の開通により、

第3次医療施設への転院搬送件数が大幅増加
20件/年
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■東紀州地域には、世界遺産熊野古道などの観光資源があり、高速道路の延伸と熊野市では宿泊・観光施設の充実との相乗

効果で、観光客入込客数が増加しており、更なる延伸で観光客・宿泊ニーズの増加が見込まれます。

■また、平成３３年に開催される全国的な国体を契機に、熊野市の温暖な気候や設備の充実など地域の高いポテンシャルが認

知され、さらなるスポーツ合宿宿泊数など交流産業の拡大が期待されます。

－ ５ －

○東紀州地域と世界遺産熊野古道の観光入込客数の変化

（１）事業の必要性に関する視点
③ストック効果事例：観光振興およびスポーツ交流の支援

２．評価の視点

尾鷲南ＩＣ

尾鷲北ＩＣ

紀
勢
自
動
車
道

熊
野
尾
鷲
道
路

（熊野IC）

➊

➋

➎

➍

➌

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）

※熊野市提供資料より作成
※経済波及効果は消費額（宿泊・飲食）の直接・一次・二次間接波及効果の合計額で紀勢国道事務所にて試算
※観光レクリエーション入込客数推計書・観光客実態調査報告書・三重県産業連関表にて算出

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
宿
泊
者
数(

万
人)

※スポーツ施設、宿泊施設は熊野市の
ＨＰに掲載されている施設を記載リニューアルオープンした

湯元湯ノ口温泉

新規オープンし
賑わう お綱茶屋

大規模改修中の
入鹿温泉 瀞流荘

※観光レクリエーション入込客数推計書・観光客実態調査報告書、東紀州地域振興公社ＨＰより作成

観
光
入
込
客
数(
万
人)

過去最高

区間➊開通

区間➋開通

区間➌開通
区間➍開通

区間➎開通

世
界
遺
産

登
録
１
０
周
年

世
界
遺
産

登
録
５
周
年

（年）

東日本大震災

紀伊半島大水害

観光入込客数

熊野古道来訪者数

約1.6倍増加

熊
野
古
道
来
訪
者
数(

万
人)

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路

国道42号

スポーツ施設 宿泊施設

新設・リニューアルした宿泊・観光施設

宿泊客増加を
見据え

客室も増室

ＩＣから約31km
離れているが

利用客が
46％増加

高速道路開通後
利用客が
41％増加

10年間で約3倍増
H26年度は過去最高を記録

経済波及効果

年間約2.2億円
増加

建設中の屋根付き
練習場・野球場

湯元湯ノ口温泉

鬼ヶ城

入鹿温泉瀞流荘 里創人熊野倶楽部

お綱茶屋

○熊野市のスポーツ合宿宿泊者数の変化

勢和多気ＪＣＴ

熊野古道
来訪者も急増

区間➊開通

区間➋開通

区間➍開通
区間➎開通区間➌開通

（年度）

熊野市

：東紀州地域

※熊野古道の観光入込客数は、三重県内の熊野古道利用者の集計値

※熊野古道は、熊野三山（熊野本宮大社、熊野速玉
大社、熊野那智大社）へと通じる参詣道の総称。
主な参詣道として、紀伊路、小辺路、中辺路、大
辺路、伊勢路の５つがあり、三重県、奈良県、和
歌山県、大阪府に跨っている。

熊野古道の主な参詣道

伊勢神宮

熊野速玉大社

高野山

熊野尾鷲道路
（Ⅱ期）

紀伊路

大辺路

小辺路
伊勢路

中辺路

熊野那智大社

熊野本宮大社

三重県

奈良県

和歌山県

大阪府

世界遺産登録
箇所集積地域



－ ６ －

（１）事業の必要性に関する視点
④ストック効果事例：成長産業の支援

■我が国におけるブリの輸出量は、７年間で約５倍の成長産業となっています。

■安定供給ルートの実現、民間投資の拡大とともに、高速道路が養殖ブリのブランド化や更なる海外への販路拡大など、地域

産業活動を支援します。

２．評価の視点

ブリ（冷凍）の海外輸出量の推移 出荷拡大に向け民間投資が拡大

○工場から海外への出荷ルート

出荷ルート（(株)食縁）

出荷ルート（尾鷲物産(株)）

中部国際空港
（セントレア）

伊勢自動車道

奈良県

京都府

愛知県

三重県

岐阜県 アメリカ

（株）食縁

尾鷲南ＩＣ

尾鷲北ＩＣ

勢和多気ＩＣ

和歌山県

雨量規制区間を
迂回して安定供給

欧州 北米

タイ

シンガポール

台湾

アジア

尾鷲物産（株） 延長5.4km

紀
勢
自
動
車
道

熊
野
尾
鷲
道
路

延長55.3km

延長18.6km

熊
野
尾
鷲
道
路

（

期
）

Ⅱ

海
外
輸
出
量(

ｔ) 急速冷凍保管庫を建設中
（尾鷲物産（株））

約5億円
投資

国内最大級の水産物加工工場
（（株）食縁）

年間3,000t規模の
生産を予定

約17億円
投資（年度）

※財務省貿易統計より作成 ※冷凍ブリの集計が開始された平成20年以降の集計値

※紀勢国道事務所・紀宝町・新宮市によるヒアリング調査結果より作成

国内最大級の水産物加工工場が
平成２７年１２月に新宮市に竣工しました。

養殖ブリの海外輸出を行うにあたり、
空港・港までの輸送手段である高速道路
を繋げてほしいと思います。

国内から海外へのブリ輸出量は

７年で約５倍の成長産業



－ ７ －

３．事業の進捗及び見込みの視点

一般国道４２号
熊野尾鷲道路
（Ⅱ期）

三重県

（県
）中
井
浦
九
鬼
線

尾鷲北ＩＣ尾鷲市

至

熊
野
市

至

松
阪
市

み
え

お
わ
せ

さ
か
ば
に
し
ま
ち

（
起
）三
重
県
尾
鷲
市
坂
場
西
町 紀北町

一般国道４２号 熊野尾鷲道路
（Ⅱ期）

延長５．４ｋｍ
み
え

お
わ
せ

み
な
み
う
ら

（
終
）三
重
県
尾
鷲
市
南
浦

第２トンネル(仮称)

第１トンネル(仮称)

第３トンネル(仮称)

第４トンネル(仮称)

尾
鷲
市
役
所

尾
鷲
南
ＩＣ

海
山
ＩＣ

三木里ＩＣ

42

42542

311

：津波浸水想定区域

凡 例

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）
未開通

一般国道

一般県道

高速道路・
高規格幹線道路

ＪＲ線

全体位置図

区間 尾鷲北ＩＣ～尾鷲南ＩＣ

備考

【用地取得率】

１００％

【事業進捗率】

３３％

（平成２７年度末）

み き さと

お
わ
せ
み
な
み

おわせきた

み
や
ま

事業の進捗の見込み状況

■平成２４年度より事業着手しており、早期開通に向けて工事を推進します。



－ ８ －

３．事業の進捗及び見込みの視点
尾鷲北ＩＣ～尾鷲南ＩＣの事業進捗状況

[ 工事進捗状況：地点①] 尾鷲北IC付近から第１トンネルを望む

区間 尾鷲北ＩＣ～尾鷲南ＩＣ

事業の
進捗状況

【工事】H26年度より工事着手し、今年度も

引き続き改良・トンネル工事を推進

（
県
）
中
井
浦
九
鬼
線

尾鷲市
至

熊
野
市 至

松
阪
市

み
え

お
わ
せ

さ
か
ば
に
し
ま
ち

（
起
）
三
重
県
尾
鷲
市
坂
場
西
町

紀北町

一般国道４２号 熊野尾鷲道路
（Ⅱ期）

延長５．４ｋｍ
み
え

お
わ
せ

み
な
み
う
ら

（
終
）
三
重
県
尾
鷲
市
南
浦

第２トンネル(仮称)

第１トンネル(仮称)

第３トンネル(仮称)

第４トンネル(仮称)

尾
鷲
市
役
所

42

425

42

311

尾
鷲
南
ＩＣ

お
わ
せ
み
な
み

尾鷲北ＩＣ
おわせきた

海
山
ＩＣ

み
や
ま

地点①

平成２８年４月１４日撮影平成２６年８月２７日撮影地点①【施工前】

地点②

平成２７年５月２８日撮影平成２８年３月２０日撮影平成２７年９月１７日撮影

[ 工事進捗状況：地点②] 尾鷲南ＩＣ付近を望む

地点①【施工中】

地点②【施工前】 地点②【施工中】



４．費用対効果

感度分析（変動要因：交通量）について

１．０未満であった新規事業採択時における交通量－１０％での感度分析結果が、１．０以上に増加

－ ９ －

計画交通量
（台/日）

感度分析結果
【交通量－１０％】

新規採択時評価時 ５，７００ ０．９３

今回評価時 ６，１００ １．０４

○熊野道路の事業化による交通量増加

尾鷲市

御浜町

熊野市

紀北町

紀宝町

熊野大泊IC

(熊野IC)

熊
野
尾
鷲
道
路

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）

尾鷲南ＩＣ

尾鷲北ＩＣ

熊野道路

熊野道路の事業化で
当該路線の交通需要増加

○計画交通量と費用対効果の感度分析結果の変化

計画交通量の増加により便益が増加

感度分析で１．０以上にＢ／Ｃが向上

■一体的に整備を進める熊野道路が、平成２６年度新規に事業採択され、当該路線の需要がさらに増加

■需要の増加に伴い計画交通量が増加したため、便益が増加し、Ｂ／Ｃが向上

熊野道路

国道42号

熊野尾鷲道路（Ⅱ期）



４．費用対効果

３便益による事業の投資効果

○３便益による事業の投資効果

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費

【事業全体】

事業区間
便益（億円） 費用（億円）

B/C
前回評価時

B/C走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

熊野尾鷲道路
（Ⅱ期）

244 75 17 337 237 20 257 1.3 1.2

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。

※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

【前回再評価からの変更点】
１．Ｈ２７年度事業化済道路網に変更（Ｈ２３→Ｈ２８） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２３→Ｈ２８）

【残事業】

事業区間
便益（億円） 費用（億円）

B/C
前回評価時

B/C走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

熊野尾鷲道路
（Ⅱ期）

244 75 17 337 113 20 132 2.5 －

く ま の お わ せ

○費用便益分析（B/C）について

く ま の お わ せ

－ １０ －



５．代替案立案等の可能性の視点

６．県・政令市への意見聴取結果

７．対応方針（原案）

■一般国道４２号熊野尾鷲道路（Ⅱ期）の事業を継続する。

■三重県の意見

対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存はありません。

本事業は、地域住民の安全・安心に確保や広域的な交流・連携の促進を図る「新たな命の道」であり、国道４２号とのダブル
ネットワークとして早期整備の推進をお願いいたします。

■熊野尾鷲道路（Ⅱ期）は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、災害に強い道
路機能の確保や救急医療活動の支援など、期待される効果が大きい事業で、地域の課題に大きな変化が無いことから、現
計画が最も適切であると考えます。

く ま の お わ せ

く ま の お わ せ

－ １１ －


